





































































日本では、① 1565 年・1569 年の正親町天皇による禁教令（大うす払い）、② 1587 年・1596 年の豊臣秀吉に
よる禁教令（伴天連追放令）、③ 1612 年・1613 年の徳川家康による禁教令と大きく３度にわたって禁教が発令
されている。そして、1613 年以降、1858 年の日米修好通商条約（居留地内・外国人を対象とした信教の自由）、
1873 年のキリスト教禁止の高札の撤去（布教の黙認）、1899 年の内務省令第 41 号（布教の公許）まで、およそ
240 年以上のあいだキリスト教は禁止された。
また、キリスト教に対する主な弾圧として、1597 年の二十六聖人殉教、1622 年の元和大殉教（55 人殉教）、
1637 年の天草・島原の乱（37000 人殉教？）、1867 年の浦上四番崩れ（3394 人配流うち 662 人殉教）があげられる。
一方、韓国では、① 1791 年の辛亥教難（尹持忠・権尚然の処刑、李承薫の棄教）、② 1801 年の辛酉教難（300
人殉教）、③ 1839 年の己亥教難（113 人殉教）、④ 1846 年の甲午教難（韓国人初のカトリック司祭金大建の処
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ヲ供ヘザルノミカ、ヤヽモスレバ足ニテ蹴チラシケル
































































































５）三浦周（文責）「“ 近代 ” における大乗非仏説説と排仏論――その思想および歴史的背景として――」『大正大
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